












要約:小児慢性疾患患児のケアを行っている看護婦に、看護業務の役割認識と他職種との

関係、ケア上の問題点について調査した。その結果、看護婦の役割認識は日常の基本的生

活に関わることが中心で、遊びや学習、心理的問題へのアプローチ、療養指導などは他の

職種と分担しながら行われていた。.また、慢性疾患患児のみの入院病棟は少なく、慢性

患児を中心としたケアが困難であること、特に患児の心理的問題のケアを行うに、専門的

な病棟スタッフの少なさ、看護婦の患児と関わる時間のなさ、看護婦の具体的な関わりの

困難性が明らかになった。


